
群馬県、千葉県の養鶏場で

高病原性鳥インフルエンザ疑似患畜確認

（今シーズン国内６７・６８例目）
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令和５年１月２７日家畜衛生情報

【６８例目：千葉県４例目】
所 在 地：千葉県匝瑳市
飼養状況：約２４万羽（採卵鶏）

第３回目 一斉消毒実施期間です（１月３０日まで）
石灰受領書・実施報告書の提出もお願いします

早期発見・早期通報の徹底をお願いします
通報先は、 岐阜県中央家畜保健衛生所
電話：058-201-0530 時間外・夜間・休日：090-7024-5269

【６７例目：群馬県３例目】
所 在 地：群馬県前橋市
飼養状況：約５．３万羽（採卵鶏）

【経緯】
１月２６日 死亡羽数増加の通報を受け立入検査、簡易検査陽性
１月２７日 遺伝子検査でHPAIの疑似患畜を確認

野鳥でも鳥インフルエンザ多発！
～ウイルス侵入防止対策の徹底を～
環境省HP参照 https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/

【近隣県発生情報（R5年１月下旬）】
174例目 1/23回収 富山県富山市 ハヤブサ １羽（H5亜型高病原性）
175例目 1/23回収 静岡県浜松市 ハヤブサ １羽（H5亜型高病原性）

 農場敷地内・鶏舎周辺の消毒を毎日行う
 手指・長靴の消毒、消毒薬の適切な使用の徹底
※長靴等は浸漬消毒（消毒薬に一晩漬け、一晩乾かす）が効果的
※長靴は内側まで洗浄・消毒しましょう

 衛生管理区域での衣服交換、鶏舎ごとの長靴交換の徹底
※長靴交換時、鶏舎内外で動線が交差しないようにする

 畜舎、防護柵・防鳥ネットの点検・修繕

https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/

